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問題 1

( い ) 与 式 = - 14 + 5

= - 9
m

( 2) a
t
5 = ( - 3 ) % +

_5
= 9 - 5
=忠

(3) 与式 = 4 a
3 b

㎡
×

a㎡
= 8abmm

14 ) 裂さ 崎 二”1
① - ②× 3 より

3x t 5 Y = 4

1 3x - 3 Y = 12
8 Y = - 8

y = - 1

Y = - 1 を ② に代入 して

x _ (- 1 ) = 4
⇒ っくナ 1 = 4

i
. x = 3

よって x = 3
.
y = -mmuw



(5) 与式 = 5≡ 一昨 + 3Ʃ *注注段
= 72
m =隻 = 3R

( 6) A = (x + 3 ) とおくと

与式 = A
㎡
- A t30

= (A - 6 )( A + 5 )
A = (x + 3 ) より
与式 = ( xt 3 - 6 )(x + 3 +5)

= (x- 3 )(x + 8)
～

( ^7) π2
=
t #

, 40 = 66 よりい < 16

よって、 - い 7 - 16⇐ - T17

⑨ は正 の 数だから 、 ⑦
.

⑨
. ⑨ のうち最 も 大 きい

数は ⑨
。

よって

菅←愛
問題 2
い )

DABCD は平行回辺形 より
(@ @ AB11 CD 。錯角は等 しい

い
分 ので

⑦= 20mmm

)⑫
"



また、 ADIBC より AD/ CE
、
錯角 は等 しいので

⑨= 60mm
よって

@= ⑨ - ⑦
= 60 ~ - 200

AD 1 Bより 錯角 が 等 しいので
② = ⑦
m

= 400
m

O BED は BD = BE の 二等辺三角形なので
底角 が 等 しいから
LBED = LBDE

LBED = x とおくと
、

LBDE =x で 、 OBED の

内角 の 和は 180 ” だから
国 十 x t x = 1800
um

400 LBED = LCED

⇒ 2 x= 1400

<
. x = 700 よって LCED =70

mmn

?

(上 )

ァ ODFC で三平方 の定理 より

DF =14 =√16 +ー
4

= 2√5cmmmm =√20 =2√

ー
2 」



ィ 4
ー . BE の 補助線を 引 くと 、

'
DABGE = OABETOEBGG

④

厂 。OABEmm の 面積
ー

③ 上 × 1 × 4 = 2cmm

℃ EBG の 面手
まず、0面積 は

上=照
OGED と OGFB において

、

ED 11 FB より錯角が 等
しいので 、

LGED = LGFB ー ①

LGDE = LGBF ー ②

①② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
O GED ∞ OGFB

対応 する 辺 の 比は等 しいから

GD準
m

OEBG と OEGD において 、底辺 をそれぞれBGGD
とすると 高 さは 等 しいので 、面積比 は底辺比 と

等 しい 。よって 、 GEBG : LEGD = 3
:

～ -③



ここで 、 OEBD = 0 EBG +OEGD であるから
ZEGD = GEBD - 0 EBG

、

これを ③ に代入 して
OEBG : GEBD
-

GEBG = 3 : 4
8

⇒ 4 × OEBG = 3 × (8 - LEBG )
= 24 - 3 × 0 EBG

7 × 0 EBG= 24

:
: OEBG～

1以上 より

DABGE = DABETDEBG

= 2 4 背 = 曲 +背
= 5

～
=

(3 )

X

600 X
っ

0 0



EF はそれぞれBCCAの 中点だから、
中点連結定理より

AB / E F :
- AD 1/ EF ーの

同様に DE はそれぞれ ABBC の 中点だから、'

中点連結定理 より
AC / DE :

. AF 11 DE ー ②
①

.

② より 2組 の 向 かい合う辺 が平行 だか
DADEF は平行回辺形である 、 よって 向 が
合 う 角 は等 しいから
LDEF
～

= LDAF
= 60
～

0

E
ー

600

0 →
F D

@

OABC と OEFD において
、

LBAC = FED = 60 ー ③
AD 1IEF より 錯角が等しいので、
LADF = LEFD ー④

DF品“魚が品
ので



④
.

⑤ より
LABC ≡ L EFD ー ⑥

③
,
⑥ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OABCCS OEFD

相似比 は 、 BC : DF
～

= 2 : 1 ー⑩
中点連結定理

E

‰

→ @ 01

Fへ 0
ND

ー
。
ー

D
. EF を 通 る 円 の 中心 を O とすると 、
⑦ より 円 0 と 円σ の 比 は2 * ～
～

～ であり 、円 O の

半径 は 2 cm だから 、 円
0
' の半径 は 1cm
～

ー

E FD に 対 して 円周角 と 中心角
ー より
600

& 01 LFO
'

D
～

= 2LFED
0 .

F D = 120～



0
'

0
'

から FD に乗線を 下ろした
足 を G とすると

、
LOFG は

、‰誕 30
~
-60 ~-90 ~ の 直角三角形

下八 G ND なので
β

0G :: FG = 1 に 2 河

よって

0 ' G 前 = に 2 ⇐ 20G = 1

: - O
'

G =上
哀

: FG = 2 : ☆ ⇐ 2 FG =3

. “FG =
3

したがっ
FD = 2 FG

= 2×③
=B

以上 より OO
'

FD の 面積は

上 +B ×≠=③
mm

E
ー 次 におうぎ形 φ - FD の 面積は
600

F

¤

D
11 ×π×

36℃ = 五 π1200



したがって 求 める 面積 は
F
ー

お( うぎ形 O
' FD ) - ℃ O

'

FDー

600

& 01
120

F

ー

D

= 五 π 一年 0㎡
～

問題 3

しり 2つのさいころを投げたときの 出 る 目 は
、

6 × 6 = 36 通り
べ

10 の 約数 は 1 ,
2
,

5
, 10だから、 積 が

10 の約数 となるのは
(さい :3 A , さい : 3 B ) = ( 1

,
1 ) 」 ( 1

,
2)

,
(2 , 1 )

( 1
,
5 )

,
( 5 , 1 )

.

2(
,
5) , (5 ,2)

の 7通り
m

よって 求 める確率 は

彖
um

2) データを 小 さ … 順 に並 べると

oo iora oo oo

ro0.第皿分位数前感。 ー
:

20 ～25 中央値

上位データ
ー

; 。 0 00000000000
~30

ー

中央値 20 ～ 25



第 1四分位数が 含 まれる 階級は 65以上 20末満
～

であり 、
度数はだから、 相対度数は

=器
(3 )

ア 、 Y = ax において 、 x が P から q まで変化 する
ときの 変化 の 割合 は 、 a( p +q

Y = ー ≠ x において 、 xが 1 から 3 まで 変化する

ときの 変化 の 割合 は 、

一上 × ( 1 + 3 ) =一
≠
x 4

= - 2
m

ィ
(a, 12)

点 A は =⑤x 上 にあり
x = ー 4 だから 、

Y =③ x ( -4
)

(a
,5a㎡ )

= 成 × 16 = 12

: . A( - 4 ,12
)

la -≠az )



点 B
.
C の Y座標と 、 点 A の Y 座標 は 等 しいから

、

点 C の x 座標 を a として 、 Cla . 12
)

また
、

点

C と 点巨 の x 座標は 等 しいので 、
点 E の x 座標 = a

、

また
、

点 E は Y = ー≠x上

にあるから

Y ≡ - Iaz : Ela .

-≠aymmuw

点 C と
点

D の x 座標は 等 しいので、 点 D の

x 座標 = a 、 また、 点 D は “ ④x 上 にあるから
Y = Baz : Dla

, Ba)mnm
以上 より

= C の Y座標 - D の Y座標

E
ミュ - Ba
' bny座標 っ E の Y座標

= 3aー (- ≠a ㎡)
= 年㎡ t ≠ az
= 5a2

CD =DEより



12 - 星a ㎡ = 45 a 2

⇐ 8 a ㎡ = 12

⇐ 2 a
㎡

= 12

⇒ az = 6

:
: a =±√6

点 C の x 座標 は 正 より a > o よって a…

14 ) mn を 整数 とすると 、 2 つの 奇数は、 2

mt1 、 2n1
と 表 されるしたがって
(2m + 1 ) + (2nt) ~+ 2

= 4㎡+ 4m + 1 + 4㎡+ 4 n + 1 + 2

= 4㎡+ 4 m + 4㎡+ 4 n + 4
= 4 (㎡

+

m t ㎡ t n * 1 )

㎡+ mttn + 1 は 整数 だから 、 2 つの 奇数を

それぞれ2乗 してできた 2 つの数の和 に 2 を 加えた
数は 4 の 倍数である 、(証明終 わり )

問題 4
) アー 上 の 段 は 列目が 偶数 のとき 黒 であり

、

下 の 段 は 列目 が 3 の 倍数 α とき 自 である
。

2024 ÷ 2 = 1012

2024 : 3 = 674 .
66 …



だから
、
2024 は 偶数 ⇒ 上 の 段 は黒
2024 は 3 の 倍数でない ⇒ F の 段 は黒

よって 、
⑥
.
国

ィ
しi ) 上段 は 白 であるから

、

n は 奇数である 、

/ 2 3 4 5 … n
- 1 n n t 1

白 黒 自 黒 自 …
… 黒 自 羹烹 黒

①
黒は 1個ー

碁石は n + 1 個 少ない

りい 列目 までの 自 と 黒 の 碁石 の 合計 は 、
n + 1 個 であり 黒 の 碁石は 半分 だから 、

の基個 … n + 1 列目 までの黒

よって 、 n 列目 までの 黒 の碁石
はmmn

= 告個mm
また 、 n列目 までの 白 と 黒 の 碁石 の 合計 は

n個 であり 、 黒 の碁石 は 受個 だから

自 の碁石 は
～



n一
(ii ) 下段 は 自 であるから

、

n は 3 の 倍数である
1
,
2
,

3
.

…

,
n

黒 黒 白 … …

個
の列目までの 白 と 黒 の 碁石 の 合計 は n個 であり

白 の 碁石 は
～

全体 の 事 だから Bn 個よって
黒 の 碁石
～

は

n - In = 5 n
個

( i ) ( ii ) より 上段 と 下段 の碁石 の 合計は、

白 の 碁石
～

=望 + な n =

3 n + 3 + 2n

6

黒 の=告 + 5 n

“べ関
n

6

鼗



白 :黒 = 8 : いより

5選= 8 = 1
6

⇒ 5 n t 3 : 7 n 一 3 = 8 : 1

1 / × (5 n + 3 ) = 8 × ( 7 n - 3 )

⇒ 55 n t 33 = 56 n - 24

: . n = 57
n は 奇数であり 、

3 の 倍数でもあるから n = 57
は 条件 を満 たす 、

よって
、

n = 57
~

(2 )

ァ
4秒後 は
点 P は 点 E に

0

Q

点 Q は 点 B に

いる 、 OAPQ を底面 AD を
高 さとして 求 める 体積 は

p . αな

=照



ィ
4 人 x < 8 のとき

点 P は 辺 EF 上

ー
4 点 Q は辺 BF 土

1 北 にいる
。

4
\ LAPQ = DAEF B

4 ー(7C
=4) - LAEP - OPFQ

≡ 8 - x

√ ー OAQB\ . 4

-1x-41
- 8-x

[
x -4

ここで

AP = xcm
,

CQ = xcm より
EP = x -P

- AE , PF
= 4 - ( x - 4 )MEF

-EP =

8- x

BR = x -a
-CB.

QF= 4 - (x - 4)
BF- 3Q

= 8 - x

であるから
OAPR = 444 - I 4 x4

-1 TI ×4 ×6x-4)AEFDAaB
- 学*

⑬Fe

= 16 = 2 (x= 4 ) - 王 ( 8 - x)R - 2 (x - 4)

= 16 - 2x + 8 - # ( 64 - 16xtx)- 2xt 8



= 16 - 2x + 8 - 32 + 8 x ー 上x ー2x +8

= -≠ x +4
ゥ

PQ が 同時 に 出発 してから
1秒後 の 三角 す APQD
の 体積は

£+4
～oApp“

= 参 c㎥
ー
①

4 くx く 8 のとき 、PQ が 同時 に 出発 してから
x秒後 の 三角 ず APQD の 体積 は

ー ≠x +4x 1～
0Apa
” は

(イより )
≡
- 5x㎡+量 xー ②

XPAEEBIAD で

DAPQ は DAEEB 内 に

あるから 、 OAPQ + AD

よって 、 OAPQ を 底面 AD を 高 さとして考える



① = ② より

秀 = 一 ③x ℃+号 x
⇒ 2 x℃
- 16x t 8 = 0

⇐ x 8 x t 4 = 0

解 の 公式 より
_ (- 8 ) ±√ E82 - 4 × 1 + 4

x =

=)「 選
=彗 =8
= 4 ± 2.3

ここで 、 4 く x く 8より x = 4 +23
～

導 β= 1
. 73 より

4 + 2√3 = 4 + 2 × 1 . 73 = 7 .
46

4 - 2√3 = 4 - 2 × 1
.
73 = - 0 . 54

であり 、
4 く x く 8 から

4 + 23 は 条件 を満 たす
4 - 23 は 条件 を満 たさない



問題 5
い )

DACH と OGBH においてて
対頂角 は 等 しいから
LAHC = LGHBー①

AGに対 する円周角 は
等 しいから

LACH = LGBH ー②

① ,② より 2組 の 角 が
それぞれ等 しいので
OACH ∞ OGBH

(証明終わり )

(2 )

OCDECOCDF において
、

メ 川
⑧ 共通 な辺 は等 しいから

℃

≡ CD = CD ーの
0 X 仮定より

X
,

CE = CF ー ②

パ LCDE = LCDF = 90ー③

X
\

0

①
,
②

.③ より 直角三角形 の

斜辺 と他 の 1辺 が

それぞれ等 しいから

OCDE ≡ 」 CDF

対応 する 角 は 等 しいから



<

DCELCED～=
ー ④

～

= ∠CEDー⑤
DABF と OABG において

共通 な辺 は等 しいから
AB = AB ー⑥

BET に 対 する 円周角 は 等 しいから
<BAF = LDCー凸

BG に 対 する 円周角 は 等 しいから

LBAG = LDー⑧
④
, ⑦ , ⑧ より

L BAF = LBAG ー⑨
対頂角 は 等 しいから

<AFG = LCFD ー⑩
AT に 対 する 円周角」～ しいから

LAGE ≡ LCED一⑪

⑤
,
⑩
,
① より

∠ AGF = ∠AF G ー⑫
⑩ より 2 つの 角 が 等 しいから OAFG は 二等辺
三角形 なので

.

AF = AG ー⑬

⑥
.
⑨
. ⑬ より 2組 の 辺 とその 間 の 角 が

それぞれ 等しいので 、
O ABF ≡ OABG (証明終わり )


